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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

北海道産小麦流通実態調査研修者一同　東京都　日東富士製粉株式会社東京工場にて（東京都大田区東海） 

稲作 

麦作 

平成23年産米の全道総括 
 
平成23年度北海道産小麦流通実態調査報告 
 
第32回（平成23年度）北海道麦作共励会の 
審査結果について 
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JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



稲　　作 

平成２３年産米の全道総括

北海道農政部食の安全推進局技術普及課 道南農試技術普及室 上席普及指導員 岩 田 俊 昭

１．水稲作柄の概要
本田生育期間における気象経過は気温は平

年を下回ることはほとんどなく、特に７月前

半、８月以降成熟期までの高温が特徴的で

あった（図１）。そのため、稔実障害や登熟

停滞はみられず、収量は北海道農政事務所の

公表による１２月７日現在における北海道の作

況指数は１０５（５６３�／１０a）の「やや良」で

ある。中でも作況指数が高いのは、十勝１２６、

網走１２１、上川、留萌、胆振１０７、日高１０６で、

これらの作柄表示地帯の作柄は「良」となっ

た（表１）。

さらに品質は高く、１１月末日現在の北海道

農政事務所の米穀検査成績（速報値）による

表１ 平成２３年産水稲の作付け面積及び予想収穫量

区分 作付面積
（�）

予想収量
（�／１０a）

平年収量
（�／１０a） 作況指数

北海道 １１２，９００ ５６２ ５３５ １０５
石 狩 ７，７４０ ５４６ ５１８ １０５
南空知 ２２，８００ ５５２ ５２５ １０５
北空知 ２８，８００ ５７０ ５５８ １０２
上 川 ３０，４００ ５９５ ５５５ １０７
留 萌 ４，５６０ ４５３ ４９９ １０７
渡 島 ２，９７０ ５０８ ４８６ １０５
檜 山 ４，１５０ ５１８ ５００ １０４
後 志 ４，８８０ ５３８ ５１７ １０４
胆 振 ３，７４０ ５２０ ４８８ １０７
日 高 １，６５０ ５１３ ４８４ １０６
十 勝 １８ ４８７ ３８６ １２６
網 走 １，１６０ ５４１ ４４７ １２１

注１）作柄は１２月７日現在農林水産省北海道農政事務所による

図１ 岩見沢市における気象経過と全道平均の水稲生育期節

北海道 米 麦 改 良第７８号 1２０１１．１２



と、１等米比率ではうるち米が９３．２％、もち

米は９１．８％となった。品種間差は小さかった。

また、１２月１９日現在のホクレン入庫状況によ

る１等米率では、うるち米９９．７％、もち米

９８．９％である。外観品質における高温登熟の

影響は、ほとんど見られず乳白粒、腹白粒、

胴割粒等などの発生はわずかであった。斑点

米や茶米などの着色粒も少なく、大粒で品質

の高い米が生産できている。

食味に関しては、ホクレン集荷の低蛋白米

（白米の蛋白質含有率６．８％以下）入庫率は、

１２月１９日現在で全支所平均２３％と例年をやや

上回り（図２）、ホクレン支所別では留萌が

６２％と最も高く、後志、道南と続いた（図３）。

出穂後４０日間の登熟温度が約８５０～８８０℃と

なったため、米粒のアミロース含有率は平年

を下回るものと考えられ、タンパク含有率の

そこそこの低下と相まって食味は全道的に良

好と推察される。

多収となった要因は、�当たり穂数は減少

し１穂籾数も平年並または少なくなったが、

幼穂形成期から出穂期の高温・多照で、不稔

歩合は平年の約半分に低下したため、稔実籾

数は平年並を確保した。加えて登熟期間を通

して十分な気温、日照、降水量が得られたこ

とから、千粒重は増加し登熟歩合も向上し、

整粒歩留まりの高い米となった（図４）。

要約すると、平成２３年は大きな被害はなく、

�当たりの総籾数は平年以下であったが、稔
実歩合は高く登熟が良好となり、品質、食味、

収量ともに優った米が生産できた年であった。

２．気象経過と水稲生育
� 融雪期から本田耕起まで
融雪期の平年対比による遅速日数は地域に

よって異なり、旭川が４月７日（平年比３日

早）、岩見沢が４月１７日（平年比４日遅）、函

館では４月４日（平年比７日早）となった。

融雪後の４月下旬から５月中旬まで連続した

降雨により、ほ場は湿潤状態が続いた（図５）。

そのため、前年と同様に本田作業は平年より

大きく遅滞し、耕起始は５月４日、耕起盛期

は５月９日（ともに平年比５日遅）となった。

ほ場の乾燥が不十分なままで耕起砕土が行

われたため、乾土効果は例年と比較して低下

したものと推察された。

� 育苗期から移植期まで
は種期は平年と同日の４月１８日となり、作

図２ 年次別低タンパク米率（ホクレン
入庫）と作況指数

図３ ホクレン支所別の低蛋白米率
（１２．１９現在）

図４ 収量構成要素と収量決定要素の平年比
（「きらら３９７」３農試平均）
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業は平年と同様、順調にすすんだ。育苗期間

全般をとおして気温は低く、日照時間も少な

く経過した。特には種期の気温は低く、出芽

条件としては不十分で出芽までにやや日数を

要した。移植時の苗質は平年と比較して草丈

はやや長く、充実度は平年よりやや劣るもの

となった（表２）。育苗病害の発生で特に目

立つものはなかった。移植作業は全般に遅れ、

移植始めは５月２１日、移植期は５月２５日、移

植終は５月３０日と、それぞれ平年より２日遅

くなった。移植直後に低温の日があったが、

一過性であったこと、日照が十分であったこ

となどから活着に大きな影響は生じなかった。

� 活着期から幼穂形成期まで
活着期は５月３０日で２日遅れ、分げつ始め

は６月８日で１日遅れた。原因は植え傷みな

どではなく、遅くなった移植作業の影響によ

るものであり、その後の分げつ発生に対し影

響は生じなかった。６月２半旬以降は気温が

上昇したことから分げつ発生は旺盛となり、

幼穂形成期までの�当たり茎数は平年並みに
経過した（図６）。生育遅速も平年とほぼ変

わらないものとなった。

幼穂形成期は７月１日で平年より１日遅く、

最も遅れた地域でも３日の遅れであった。

� 幼穂形成期から出穂期まで
気温は７月２０～２２日を除き全般的に高く経

過した。日照時間は７月１４～１７日に曇天日が

続いたが、下旬には多照日が続き水稲生育に

影響はなかった。出穂期は７月２８日で平年と

同日であった。

稔実に影響を及ぼす前歴期間、冷害危険期、

開花期の気温はともに高く、花粉の発育、開

花授精は良好となり、稔実障害はなく不稔歩

合は平年より少ない１０％以下で、多くの地域

では５～８％あった。

� 登熟期から成熟期まで
出穂期である７月下旬以降、登熟期の全期

間にわたり平年より大幅に高い気温となった。

特に８月２～３半旬に出現した高温と多照環

境は初期の登熟を良好にすすめ、その後も９

月の日照不足はあったものの概して高温に経

過し、登熟の停滞ないし中断はなかった。成

熟期における穂数は５６２本／�（平年比３３本
減）、穂長は１６．９	（平年比０．２	長）となった。
落水後の９月上・中旬には雨の日が多く、

登熟期間において土壌水分の不足するほ場は

なく、ほ場によっては収穫期まで水田表面に

表２ 苗質の実態

農 試
草 丈 （
） 茎 数 （本） 葉 数 （枚） 地上部乾物重（g／１００本）

本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較

上川農試 １３．０ １１．７ １．３ １．８ １．９ －０．１ ４．２ ４．２ ０ ４．１２ ３．１７ ０．９５

中央農試 １０．５ ９．５ １．０ １．０ １．１ －０．１ ３．０ ３．２ －０．２ ２．０６ １．９６ ０．１

道南農試 １０．９ １２．６ －１．７ １．０４ １．０２ ０．０２ ３．２ ３．０ ０．２ １．９６ ２．１９ －０．２３

平成２３年度 各農試作況報告

図５ 春期（４．１～５．１５）における降水実態
図６ 本田における茎数の推移

（道生育状況調査）
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滞水が残り、コンバイン走行では練り返しを

生じる場所もあった。

倒伏はほとんど発生せず、茎葉の健全性は

成熟期まで保たれ、登熟は早くすすみ、成熟

期は９月１１日と平年より２日早まった。

収穫作業は成熟期が早くなったことにとも

ない、収穫始９月１５日（平年同日）、収穫期

９月２２日（平年同日）、収穫終は１０月１日

（平年比１日遅）となった。

３．病害虫の発生と対応
いもち病の発生は平年よりやや少なくなり、

昨年の多発生から大きく減少したため、被害

はほとんどなかった。紋枯病、葉しょう褐変

病、褐変穂、その他の病害の発生は少なかっ

た。

害虫の発生では、ヒメトビウンカは平年並、

イネドロオイムシはやや多く、アカヒゲホソ

ミドリカスミカメは少、フタオビコヤガ等で

は平年並となった。全道的に見て、総じて病

害虫の被害は少なく、問題にはならなかった。

病害虫対策で特記すべきは、昨年は収量の

足を引っ張った、いもち病の封じ込めができ

たことも大きい。懸念されていたいもち病の

大発生は、種子消毒時からの薬剤指導の徹底

から始まり、関係者の圃場巡回による早期発

見と生産者の適切な防除の実施により初発を

遅らせ、また発生拡大を未然に抑止できた。

その結果、感染好適日数は平年並みであった

が、被害は作付面積の５％に達せず平年以下

であった（図７、８）。全体的に病害虫防除

を中心とした被害軽減対策を十分に発揮でき

たことが特筆される。

４．明年の稲作に向けて
米粒のタンパク含有率は地域によっては、

平年よりも高くなった。登熟温度が高いため

アミロースは低く、食味へ悪影響を与えてい

ると考えにくいが、一層の食味向上には低タ

ンパク化が必要である。「ゆめぴりか」の作

付けは３年を過ぎ、面積は約１万 haになっ

た一方で、低タンパク米の生産は、まだ不十

分な状況にある。土壌条件を考慮したほ場の

選択や側条施肥等の施肥対策の検討が求めら

れる。

多雪による融雪遅れがほ場乾燥を不良にし

た結果、乾土効果は小さく土壌窒素の発現は

遅れ、７月になって土壌中の窒素は平年以上

に残存し、登熟期まで窒素の吸収は続いた。

そのため、玄米の肥大は良好であったが、同

時にタンパク含有率を高めてしまったものと

推察される。

今後は、ほ場の乾燥を早めて土壌構造の発

達を促し透排水性を高め、耕起砕土性を向上

させることが非常に重要である。昨秋は雨が

ちであったが、土壌改良の違いによって水が

残りにくいほ場があった反面、表面はぬかる

んで乾燥が不十分な水田も多っかた。稲わら

の搬出、融雪促進、表面溝切り、心土破砕等

による透排水性の改善とあわせ、施肥改善に

よる合理的な窒素管理、ケイ酸質資材の施用

等を行うことが、低タンパク米生産の基本に

なる。

図７ ブラスタムによる感染好適日数の
年次比較

図８ 平成２３年における穂いもちの発生状況
（病害虫発生現況調査）
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麦　　作 

平成２３年度 北海道産小麦流通実態調査報告

（調査日：平成２３年１１月２９日～３０日）

本会では、麦作生産の指導に携わる皆さんに、麦の流通・加工に関する理解を深めていただき、

北海道産小麦の品質向上とその安定供給に向けた取り組みに生かしていただくことを目的に、平

成２年より北海道産小麦の流通実態調査を実施しています。

本年度も、農業試験場や農業改良普及センターをはじめ関係団体・機関から、１７名の参加をい

ただき、群馬県および東京都において、調査・研修を実施しました。

研修は、製麺会社、製粉会社の２カ所およびパン店の市場調査を行ないました。製麺会社およ

び製粉会社では、それぞれ工場内の原料や製粉（製品）行程を見学させていただき、北海道産小

麦の消流事情および品質評価などについての意見交換を行ないました。意見交換では、２３年産か

ら秋まき小麦の大半が切り替わる「きたほなみ」について、品種の成分や品質評価などに加え、

府県産や外国産麦との比較についての話題が中心となりました。

研修者の全員が、現状の問題点や課題などを探究するとともに、さらなる麦作指導の向上を目

指したいという認識から、積極的な質問や意見交換が行なわれ、充実した調査・研修となりまし

た。

参加者を代表して、道総研中央農業試験場農産品質グループ阿部研究主任と、十勝農業改良普

及センター十勝北部支所竹永専門普及指導員に報告の作成をお願いしました。ここに、その内容

を掲載いたします。なお、市場調査においては１１月３０日１０時より１１時、川崎市駅ビルにあるブー

ランジェリーノブパン店を調査しました。北海道産小麦と素材にこだわって、スクラッチ製法で

焼き上げたパン類を販売しており、食パン、菓子パン等５０種類ほどありました。天然酵母を使い、

食品添加物を使用しないので、風味のよいパンに仕上がっており、北海道産小麦は品質も良く使

いやすいとのことでした。
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平成２３年１１月２９日 赤城食品株式会社

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 農産品質グループ 研究主任 阿部 珠代

１ 会社の概要
赤城食品株式会社は、昭和２５年創業の乾麺

製造業者である。同社の事業は製造部門（乾

麺部門、パスタ部門、手延部門）と外食事業

部門（和風レストラン「味の民芸」；県内３

店舗運営）からなり、創業以来続く主流の乾

麺部門では、現在１００種類におよぶ商品が生

産されている。安全・安心にこだわった群馬

県産小麦使用の「上州地粉シリーズ」商品の

展開など、地産地消にも力を入れている。

研修においては、遠藤常務に会社概要をご

説明いただき、担当者に乾麺とパスタの生産

工場を案内いただき、意見交換を行った。

２ 乾麺生産ライン
乾麺課の築比地係長にご案内いただき、乾

麺生産ラインの見学を行った。工程としては

�材料混合・練り、�麺帯、�熟成、�圧延、
�切り出し、�乾燥、�結束・包装、である。
まず材料の小麦粉を投入（写真２）し、練り

工程で塩・水等と混ぜ、生地を作る（写真３）。

次に、練った生地をロールに通し帯状の麺

帯とする。麺帯は４０～５０分間熟成時間をとり

（写真４）、生地をよくなじませる。熟成後、

４つのロールに通して麺帯を徐々に薄く延ば

し、所定の厚さとする（圧延、写真５）。こ

の後切り刃に通して麺とし、乾燥工程に入る。

麺は２４時間乾燥させ、水分１３％程度まで

写真１ 研修の様子
写真３ 小麦粉と塩・水等を混ぜ生地を作る。

写真２ 小麦粉投入口。
中力粉と強力粉の混合。 写真４ 麺帯作成・熟成工程。
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ゆっくり乾燥させる（写真６）。その後、一

定の長さに切り、結束（写真７）、梱包を行

う。

３ パスタ生産ライン
続いてパスタ課の菅原係長にご案内いただ

き、パスタ製造ラインの見学を行った。パス

タ部門では、昭和４６年から製造を行っている。

この日は点検日のため実際のラインは停止し

ていたが、工場内部を見学させていただいた。

小麦粉と水・塩を混合し、練って生地を作

成する工程は乾麺製造とほぼ同じであるが、

パスタ製造では生地に圧力をかけて型（ダイ

ス；写真８）に通し、押し出して麺とする。

麺の太さに対応して１．０�～２．０�のダイスが
用意されており、商品にあわせて使用する。

麺は８時間程度乾燥させて仕上げる。

４ 道産小麦の取り扱い
北海道小麦は、「チホクコムギ」、「ホクシ

ン」を使い始めてその良さを認識し、使用す

るようになった。現在、「上州赤城シリーズ」

として「ホクシン」、「きたほなみ」を使用し、

うどん、きしめん、ひやむぎ、そうめん、そ

ばが生産されている。商品には「国内産小麦

１００％使用」とあり、不作年などは他県のも

ので対応する場合もある。「上州赤城シリー

ズ」の出荷数は年々増加してきており、平成

２３年４月～１０月の出荷は２８４，９５０�（１１，３９８
袋）、前年比で２．８倍に達する。新品種「きた

ほなみ」への切り替えはまだ本格的ではない

が、「ホクシン」と比べて遜色ない印象との

ことである。

パスタに適する小麦についてもデュラム小

麦、あるいは今までとは異なる食感の小麦育

成に期待したいとの声も聞かれ、今後も道産

小麦に対する期待は大変大きいことが伺えた。

写真８ 麺押し出し用の型

写真５ 圧延工程、めん帯を薄く延ばす。

写真６ 乾燥させた麺

写真７ 麺を結束する。
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５ まとめ
今回の研修から、北海道産小麦に対する期

待が高いことを再確認できた。また、意見交

換の中で、「一番困るのは、品質がばらつく

こと」とのお話があり、道産小麦をより安定

的に使用してもらうには、品質の安定性を確

保することが重要と感じた。今後の試験研究

において品種育成・栽培分野と連携し、良品

質小麦の安定供給に向けて取り組んでいきた

い。

最後に、研修を主催していただいた米麦改

良協会、ならびに研修を快く受け入れてくだ

さった、赤城食品株式会社に心よりお礼を申

し上げます。

平成２３年１１月３０日 日東富士製粉株式会社東京工場

十勝農業改良普及センター十勝北部支所 専門普及指導員 竹永 遵一

１ 会社の概要
日東富士製粉株式会社は、大正３年設立で

製粉工場は国内に４工場（東京・埼玉・静岡

・名古屋）ある。今回視察した東京工場は、

平成元年から稼働しており、小麦の収容能力

は７８，０００トン、製粉については日産１，０４６ト

ンの能力がある。１ヶ月で５～６隻の船が入

港し、約３０，０００トンの入庫・出庫実績となっ

ている。当工場では、外国産小麦と国内産で

は北海道産・九州産の小麦を入庫・製粉して

いる。

２ ニーズに合わせた製粉
日東富士製粉では、小麦粉を使用する人た

ちの様々なニーズに応えるため、パン用・麺

用・菓子用・業務用・家庭用等６０種類以上の

小麦粉を用意している。また、より優れた品

質の追求とバラエティー豊かな商品を届ける

ため、原料に関する基礎研究や食品素材の研

究開発等を行う研究所を設けている。

３ 北海道産小麦について
平成２２年北海道産小麦については、灰分・

タンパクが高く品質的にはあまりよくなかっ

た。平成２３年産小麦から本格栽培された「き

たほなみ」については、製粉性やめん適性等

の品質面で ASWにかなり近づいたが、反面、

今までの「ホクシン」のような小麦独特の風

味がなくなってしまったとのことだった。ま

た、春播き小麦「春よ恋」では昨年のタンパ

クが１２．７％と低かったので、できれば１３．５％

写真１ 工場内風景 写真２ 小麦粉の種類
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程度はほしいとのことだった。タンパクが高

い小麦は整粒割合が少なく、小粒傾向で品質

があまり良くないので、粒形等の品質を保ち

つつタンパクを上げる指導をしてほしいとの

要望が出された。

４ まとめ
北海道産小麦に対する期待は非常に大きく

これからも数量面・品質面での安定供給が望

まれるとのことだった。製粉業者として一番

困るのは各年の小麦の品質がぶれることで、

特に国内産は外国産に比べ年ごとの品質のば

らつきが大きいとのことだった。外国産に負

けない良質で安定した小麦を生産できるよう

これからも日々研鑽しなければならないと感

じた。また、最近新たに育成・栽培されてい

る「ゆめちから」等の品種も製粉メーカーと

して期待している。製粉メーカーとしては安

定した品質のものを毎年安定的に出荷してい

くことが使命なので、生産現場としても、農

業政策に左右されるところはあるが、良品質

な小麦を継続して安定的に出荷できるよう生

産体制を整えることが重要と感じた。

最後に、今回の小麦流通実態調査を主催し

て頂いた米麦改良協会、ならびに研修を快く

受け入れて下さった日東富士製粉株式会社に

心よりお礼を申し上げます。

写真３ ニューマチックアンローダー

写真５ 外国産小麦に異物が混入

写真６ 研修会の様子写真４ サイロの説明
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麦　　作 

第３２回（平成２３年度）北海道麦作共励会 表彰者

第３２回（平成２３年度）北海道麦作共励会審査結果について

平成２３年度北海道麦作共励会審査委員会（委員長：（独）農業・食品産業技術総合研究機構

北海道農業研究センター 入来寒地作物研究領域長）を１１月１８日に開催しました。１２月２・８日

の審査委員長と関係者による現地調査を経て、正式に部門ごとの各賞を下記のとおり決定いたし

ました。

本年も、春以降不順な天候に見舞われ、思わしくない作柄となってしまいました。このような

状況のなか、好成績をあげられた秋播小麦畑地の部３名の方と、春播小麦１名の方そして、秋播

小麦畑地の部集団の１名の出展をいただきました。ありがとうございました。

なお、加藤優氏（小清水町）と水沢平誠会（美瑛町）は、全国麦作共励会（１２月２１日審査委員

会開催）に推薦することになっております。

※敬称略

【第１部 畑地における秋播小麦 個人】
か とう まさる

最優秀賞 加 藤 優（小清水町）
まえ だ やす お

優 秀 賞 前 田 靖 雄（旭川市）
せ お ひろ み

優 秀 賞 妹 尾 弘 美（倶知安町）

【第１部 畑地における秋播小麦 集団】
みずさわへいせいかい

最優秀賞 水沢平誠会（美瑛町）

【第３部 全道における春播小麦 個人】
さ とう ひで ゆき

優 秀 賞 佐 藤 英 幸（黒松内町）
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

北海道産小麦流通実態調査研修者一同　東京都　日東富士製粉株式会社東京工場にて（東京都大田区東海） 
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平成23年産米の全道総括 
 
平成23年度北海道産小麦流通実態調査報告 
 
第32回（平成23年度）北海道麦作共励会の 
審査結果について 


